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 信太山丘陵市有地の大型スポーツ施

設建設計画を何としても食い止め、里

山自然公園を実現したいと「信太の森

ＦＡＮクラブ」を立ち上げたのが２０

０８年１１月です。早いものであっと

いう間に１０年が過ぎました。 

「北部地域整備事業計画」でＳゾー

ンに大型スポーツ施設が建設されるこ

とを知ったのは２００５年でした。 

事業計画が発表されたものの財政難

の折から和泉市は５年間事業を凍結し

ました。その当時「信太山丘陵を考え

る会」が立ち上げられましたが、２年

くらいで自然消滅してしまいました。 

それから２年間、何とかしなければ

と悶々とした日を送りました。「里山ク

ラブ」のようなものを結成してはどう 

かとネイチャークラブでご一緒してい

た前代表の花田さんに相談したところ 

「やりましょうよ」ということになり

「信太の森ＦＡＮクラブ」を立ち上げ

ることになりました。 

 それから１０年、関西自然保護機構

や大阪自然環境保全協会等の支援を得

ながら「信太山丘陵に里山自然公園を

求める」連絡会が結成され、連絡会の

みなさんと一緒に「請願署名」を取組

み、それが採択されて現在「信太山丘

陵里山自然公園」の平成３６年一部開

園目指して公園協議会で活動を行って

います。 

３１年度は都市計画決定により一部

開園に向けてまた一歩動きだす年にな

りそうです。 

 

１ 

 

ああけけままししてておおめめででととううごござざいいまますす 
 

今年の元旦は晴天に恵まれました。正月にここに立つとこの自然環境に自ずと手を掌わせたくなります。 



 

 

 １０月、１１月の活動日は車道西側の草原

復元地の草刈を行いました。 

 草原復元地のネザサは毎年刈り取っていま

すが、成長が早く１年で１ｍほどに成長して

しまいます。ネザサだけならまだ刈易いので

すが、それにクズの蔓が巻き付き、それを刈

払うにも相当体力を消耗します。 

 刈り取ったネザサなどは広いブルーシート

に載せて４人がかりで運んでいますが、これ

はこれで単純なだけにうんざり感を持つ人も

でてきます。 

 こうした作業だけに初期に里山講座を受講

した一般市民参加者の中には参加しない人が

でてきており、活動日を楽しいものにするた

めにクラフト作りなども行われています。 

 活動日の午後から毎回利用調整会議が信太

の森ふるさと館で行われていましたが、これ

もみんなが参加できるように１０月から天気

がよければ現地で弁当を食べ、その後で車座

になって話し合う形式も取り入れながら実施

していくことになりました。 

１１月の利用調整会議では、前回の会議で

ベンチが欲しいとの会員の要望を受け、竹材

を使って椅子（ベンチ）作りをしてはどうか

と提案があり、椅子づくりをするならロープ

の使い方を知らなければという意見を受け、

次回はロープワークを行うことになりました。 

 

 

 

 １１月１７、１８日に開催された大阪自然

史フェスティバル２０１８に参加しました。 

今回も信太山丘陵の自然と保全活動を紹介

し、保全活動への参加を呼びかけました。出

展ブースには二日間述べ１２名の会員がブー

スを担当しました。 

初日のブースで感じたことは、子供連れの

来場者が私たちのブース前を素通りしてしま

うことに、来年度以降は子供が興味を引く何

かをしなければと反省しました。その反省の

もと二日目には過去にアベノハルカスで開催

された「森が好き」のイベントで作成した

“どんぐりアクセサリー”をテーブルに並べ

て販売したところ、親子連れもＦＡＮクラブ

のブースを覗いてくれるようになりました。

ちなみに一つ１００円のアクセサリーは９つ

販売できました。 

 

 

 

 

 １１月４日（財）大阪みどりのトラスト協

会の創立３０周年記念事業として「３０周年

記念感謝祭」が南港のＡＴＣホールで開催さ

れました。 

 記念事業では写真家で里山の自然をテーマ

に撮り続け、里山関係のテレビでもお馴染み

の今森光彦さんの講演に続き、石井実会長と

今森さんのトークショウ。続いて府下８つの

２日目は子供連れもブースに 

里山を語る今森光彦氏 

２ 



の保全団体による活動報告がおこなわれ、信

太の森ＦＡＮクラブも惣ケ池湿地の保全活動

と希少種の保護について報告を行いました。 

 

 

 

 

惣ケ池湿地には外来種が８種あります。植

物ではキショウブ、スイレン、アメリカセン

ダングサ、メリケンカルカヤ、アレチヌスビ

トハギの５種、昆虫ではムラクモカレハ、両

生類のウシガエル、甲殻類のアメリカザリガ

ニです。 

この中でほぼ駆除できたのがアメリカセン

ダングサ。今年度は数本抜き取るだけで済み

ました。みなさんにその植物の形状、特徴を

知って貰い、目についたら抜き取って貰うこ

とにしていました。 

スイレンは４年前から胴着を着て池の中に

に入り、根っこから掘り取り作業を行い、池

の中の９０％は除去しましたが、池外の湿地

に侵入して広がった根っこの除去はこれから

です。この掘り取り作業は、他の草と混生し

ているのでこの除去には数年はかかりそうで

す。 

１２月の活動日はキショウブの掘り取り作

業を行いました。これは地下茎に根毛が生え

ているのでスイレンよりも力と手間もかかり

そうです。この種はスイレンのように掘り取

るだけならいいのですが、掘り取って積んで

おくと地下茎からまた芽を出して成長します。

そこで堀採った根株を鉈鎌で細かく切り分け、

半乾燥した後地下茎と根毛・土を切り離し、

地下茎が目を出さないくらいに乾燥させて廃 

棄する必要があるようです。 

こんな手間を掛けずに遮光シートで覆うだ

けで腐敗させることができれば手間もかから

ないのですが。試してみる必要がありますね。 

繁殖力が強くやっかいな植物だけに外来規制

種に指定されるはすです。 

メリケンカルカヤ、アレチヌスビトハギは

まだ少数なため手をつけていませんが、いず

れも根っこから掘り取る必要のある植物です。 

ムラクモカレハは、ムラクモカレハガの幼

虫（毛虫）で、その毛が刺さると人によって

はアレルギーを発症する毒蛾と言われていま

す。 

このガの幼虫は草の葉や笹の葉に包まって

蛹になりますが、包まった葉を突き抜けて棘

を出します。その棘はガラス質で刺さると取

り除くのに苦労します。 

１０数年前に信太山丘陵で初めて発見され

たということでこれまで観察するだけで放置

してきたのですが、草刈などで被害も多く、

泉北丘陵まで生息が広がっていることから昨

年から見つけ次第駆除することにしています。 

ウシガエルについては、成体駆除が難しい

ことからオタマジャクシの時に網で囲い込み、

手編みですくいとって駆除しています。 

１１月の保全活動日に４人が胴長を着て池

に入り、網を張って追い込んでアメリカザリ

ガニとともに１００匹以上駆除することがで

きました。 

成体を駆除しない限りオタマジャクシの駆

除だけではイタチごっこになりますが、近く

に大きな池がある以上こうした作業で繁殖を

抑えていく以外に方法はないようです。 
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ウシガエルのオタマジャクシ捕獲作業 



 

  台風２１号の爪痕がまだまだ残る信太山

丘陵ですが、台風に枝を折られて丸裸になっ

たアベマキは修復しようと青々とした新緑の

枝葉を出しています。 

一方年末までには落葉して丸裸になるコナ

ラでは、黄葉した葉をつけまま年を越すのが

あります。枝を折られなくても台風に痛めつ

けられたためなのでしょうか。 

 

 信太山丘陵の晩秋を飾る草花にアキノキリ

ンソウとホソバリンドウがあります。今シー

ズンはホソバリンドウを市有地内、惣ケ池湿

地の 10 ケ所で見ることができました。 

いつになく多くの場所で観ることができまし

た。惣ケ池湿地では一か所に１０本ほど纏ま

って咲き、市有地内でも群落を見つけること

ができました。 

 晩秋の草花が終われば２月のフキノトウ、

早春のフモトスミレの順で春を迎えるのです

が、惣ケ池湿地の南西斜面では１２月３１日

というのにフモトスミレが咲いていました。

ツツジにしても狂い咲きの多い年でした。 

  

 野鳥はどうかというと、今シーズンはめっ

きり少なく、特に水鳥が激減していて、惣ケ

池でオオバンなど２０羽程度。その上の貯水

池にキンクロハジロが２０羽程。大野池では

ほとんど姿を観ることができず野鳥ファンに

とってはさびしい限りです。 

これも台風の影響でしょうか。 

 メール会員の方には既にお知らせしていま

すが、先の大阪自然史フェスティバル会場で、

見出しに係る「映画と講演会」の後援団体要

請がありました。 

これは、長崎県のハウステンボスのすぐ近

くにある川棚町にダム建設計画があり、貴重

な里山の自然を残そうとする人たちの映画

「ほたるの川のまもりびと」の上映と前滋賀

県知事：嘉田由紀子氏による講演会「洪水多

発時代の治水政策」の開催に係るもので、信

太の森ＦＡＮクラブも（公社）大阪自然環境

保全協会など１４団体と共に後援することに

なりました。 

 できるだけ多くの方の参加により映画会を

成功させたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

＊参加される方は、ＦＡＮクラブでまとめ

て申込みますので、１月１５日までにメール

又は電話で事務局に申し込んでください。 

事務局電話：０９０－１２２５－９１５９ 

田丸までお願いします。 

 

 

○日時：２０１９年２月１６日（土） 

     午後６時～午後９時 

 

○場所：大阪国際交流センター２Ｆ小ホール 

    大阪市天王寺区上本町８－２－６ 

    地下鉄夕陽丘と谷九の間で上本町筋

沿いにあります。 

惣ケ池湿地で群生したホソバリンドウ 

４ 


